
「東日本大震災に学ぶ建築士の役割」 
～建築士の被災地視察報告及び応急危険度判定の現状～ 

  
東日本大震災は、甚大な津波被害や被災地域が極めて広域にわたることなど今までの地震被害とは異

なる様相を呈し、建築物被害においても多くの課題が浮かび上がっています。 
建築士としてこの災害から学び、復旧・復興へ向けての取り組みや今後の備えに役立てようという趣

旨でこの勉強会を企画しました。 
第二部では、地震による大きな建築物被害を受けた茨城県から、被害の状況や建築物応急危険度判定

等の活動についてご報告いただきます。応急危険度判定員の会員諸氏は、是非ご参加の上技術向上にお
役立てください。 
 

■開催日時： 平成２３年９月１６日（金）１７：３０～２０：３０   
 

■会  場： 東京建築士会 会議室 

104-6204 中央区晴海 1-8-12 オフィスタワーＺ４Ｆ（晴海トリトン内） 

                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■参 加 費： 正・準会員   1,000 円 
 （当日払い）   一  般   1,500 円 

 

■タイムスケジュール： 

第１部 被災地視察報告１７：３０～１８：５５  
 １７：３０～１７：４０（１０分）  挨拶 
 １７：４０～１８：０５（２５分） まちづくり委員会報告 
 １８：０５～１８：３０（２５分） 女性委員会報告  
 １８：３０～１８：５５（２５分） 青年委員会報告  
             （５分休憩） 
第２部：応急危険度判定報告  
 １９：００～２０：２０（８０分） 「茨城県の被災状況と応急危険度判定活動報告」 
 講師：軽部 守彦氏（(社)茨城県建築士会 情報広報委員(震災担当)・軽部建築設計事務所 ） 
 ２０：２０～２０：３０（１０分） 質疑応答 
 

※終了後、講師を交え懇親をいたします。お時間のある方は是非、ご参加ください。 
 （参加費 実費２,０００円） 
 
 
 
 

申 込 先：社団法人 東京建築士会 104-6204 東京都中央区晴海１－８－12 オフィスタワーZ 棟 4F  

      TEL 03-3536-7711 FAX 03-3536-7712  E-mail:mail@tokyokenchikushikai.or.jp 

 

 
 
 交 通： 

都営大江戸線「勝どき」駅下車Ａ２出口 

よ り 徒 5 分 

営団線有楽町線・都営大江戸線「月島」駅下車車 

10 番出口より徒歩 10 分 

都 営 バ ス 「 晴 海 ト リ ト ン ス ク エ ア 前 」 下 車

徒 歩 2 分 

有楽マリオン前＜都０３/０５系統＞ 

「数寄屋橋バス停」より乗車 

「東日本大震災に学ぶ建築士の役割」 お申し込みの方は、こちらをクリック 

http://www.tokyokenchikushikai.or.jp/event/form/form_seminarf.htm

